
 

 

 

2025 年度 事業計画 

 (2025 年 4 月 1 日～2026 年 3月 31 日) 

 

Ⅰ 概況 
2025 年度の国内経済の先行きについては、雇用・所得環境が改善する下で、緩やかな回復が続

くことが期待されます。ただし、物価上昇の継続や通商政策などアメリカの政策動向による影響な

どが国内景気を下押しするリスクとなっています。 

この様な環境の変化および経済動向を注視しつつ、業界への影響を把握し、様々な課題の解決に

向けて取り組んでいきます。 

 
Ⅱ 主要実施予定事業 
１．調査研究・標準化事業等 

1.1 規格、技術資料の改定・標準化事業 

(1) JSIA-T1026「配電盤類に適用するサージ防護デバイス（SPD）の取扱い指針」の発行 

2021 年度の継続として、配電盤類内の設置に適した SPD 取扱い指針を取りまとめ、発行しま

す。 

(2) JSIA-M1010「配電盤類の試験・検査」の改訂 

2024 年度の継続として、配電制御システム検査技能審査試験のテキストとしても使用されて

いる本書について、改訂を進めます。 

(3) JSIA 113「キャビネット形動力制御盤」の改正 

2024 年度の継続として、国土交通省の公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に引用さ

れている本書について、改定を進めます。 

(4) JSIA-T2001「配電盤類の更新推奨時期判定の手引」の改正 

2022 年度の継続として、手引の改正を進め、公開します。その後、配電盤類の更新を適正な

時期に行うことを促す更新推奨パンフレットを作成します。 

1.2 外部技術委員会との意見交換 

各種最新動向の収集、技術情報の共有を目的に、他団体の委員会へ参加し規格・基準への反映、

啓蒙を図ります。 

 

２．システム検査事業 

(1) 配電制御システム検査技能審査試験の実施 

配電制御システムの検査業務に従事する技術者の知識及び技能の向上を目的として 1995 年（平

成 7 年）より「配電制御システム検査技能審査試験」を実施しており、今年度も 10 月第 3 土曜日

に全国 9 会場で実施を予定しています。 

(2) 技能検定試験の実施 

厚生労働省 人材開発統括官所管の特別民間法人である中央職業能力開発協会からの依頼によ



 

 

り、「電気製図」及び「電気機器組立て」の 2 職種の国家検定について中央技能検定委員を派遣す

るとともに、各都道府県職業能力開発協会から委託を受けた支部は、都道府県技能検定委員の派

遣や技能検定試験を実施します。（実施は、上記の 2 職種＋「シーケンス（PLC の試験）」職種）。 

 

３．講習会 

(1) JSIA 優良工場指定講習会 

技術者・技能者の育成、標準化活動、適合性活動について、課題の整理・選別を行い、他団体・

企業と協力し、技術力の強化に向けた活動を継続・推進します。 

(2) その他講習会 

その他講習会の開催を検討します。 

 

４．認定事業 

(1) 耐熱形配電盤等認定事業 

耐熱形配電盤の認定事業を実施します。 

(2) 耐熱形配電盤等機器認定事業 

耐熱形配電盤等に用いる機器の性能、構造及び材質等の品質確保を図るため、認定機器及び

登録機器の認定を実施します。 

(3) JSIA 優良工場認定事業 

配電盤、分電盤、制御盤それぞれの JIS 又は JSIA 規格等に適合していることの検証、及び

同等品質で継続して設計・製造できることを重点確認ポイントとする審査により認定事業を実

施します。 

 

５．経営の改善に関する事業 

(1) 事業推進活動 

会員企業単独では解決が難しい事案について、工業会として業界全体での対応策の検討や関

係各所への働き掛けを行っていきます。各社の取組事例の共有、意見交換を行いながら、工業

会としての対応力の強化に繋げていきます。 

 

６．その他の事業 

(1) 青年部活動 

第 6 回青年部全国大会を 10 月 2 日に愛媛県松山市で開催する予定です。各支部の青年部事

業の報告、視察会などを通じて、交流を深めていきます。 

(2) 証明書の発行（中小企業等経営強化法の経営力向上設備税制） 

中小企業等経営強化法の「経営力向上設備税制」は、2026 年度末まで（2 年間）延長されま

したので、引き続き「受変電設備」の証明書発行団体として、円滑な処理に努めます。 

(3) 自主統計の実施 

業界動向を継続的に把握するため、各種統計調査を行います。引き続き多数の会員の皆様

方のご協力をお願いします。 



 

 

四半期毎に「景況観測調査」また、年 1 回「経営分析調査」「生産統計調査」「賃金 

実態調査」を継続的に実施し、ウェブページに掲載します。 

(4) 広報活動 

「ウェブページ」や「JSIA ニュース」を活用し、JSIA の取り組みや成果、国の施策、省エ

ネなどの有益と思われる情報のタイムリーな発信に努めます。 

(5) 表彰事業 

永年にわたり業界及び本会の発展に貢献された方々を称えるため、下記の表彰を行います。 

・配電制御システム工業永年功績者表彰 

・優良従業員表彰 

(6) PL 保険事業 

1997 年から配電盤類の事故による納入先への損害補償制度を実施しています。 

また、PL 保険に加え、対人・対物事故を伴わない経済的損失をカバーできる保険（E&O 保険）

も取扱っています。  



 

 

Ⅲ 支部実施予定事業 

本部の方針に基づき実施する事業のほか、それぞれの地域の実情に即した事業活動を推進してい

きます。最新技術動向の把握や技術力向上に向けて、委員会や講習会などをタイムリーに実施しま

す。 

また、関係官庁、関係団体との意見交換・交流を通じ、本会の地位向上・取引の改善を図ります。 

 

１．共通して実施する事業 

(1) 広報活動 

ウェブページによる情報発信、関係官庁、関係団体などから入手した情報提供及びパンフレッ

ト等の配布などを行います。 

(2) 経営改善事業 

関係団体等との連携、協議などにより地域の実情に沿った事業の推進に努めます。 

(3) 配電制御システム検査技能審査事業 

配電制御システム検査技能審査試験を実施します。 

(4) 講習会、研修会、セミナーなどの開催 

各種試験の受験に向けて技術講習会、電気技術関連研修会、JSIA 優良工場指定講習会、工場見

学会などの教育・訓練の推進をします。 

(5) 交流事業 

・関係機関、関係団体、会員相互の意見交換及び交流を行います。 

・野球大会、テニス大会など支部の特徴を生かした交流事業を実施し、健康の増進に努めます。 

(6) 青年部活動 

若手経営者による情報交換、交流会などを必要に応じ各地の青年部と連携して行います。 

 

２．一部の支部で実施する事業 

(1) 技能検定試験 

下記の実施を予定しています。 

なお、中部支部の試験は、愛知県電機技術工学院で行っています。 

・配電盤・制御盤組立作業 ……… 北海道支部、東京支部、中部支部、関西支部 

・配電盤・制御盤製図作業 ……… 北海道支部、東京支部、中部支部、関西支部 

・シーケンス制御作業 …………… 東京支部、中部支部、関西支部 

・電子機器組立作業 ……………… 中部支部、関西支部 

(2) 表彰事業 ……… 東京支部、四国支部 

(3) 事務受託 ……… 東京支部、中部支部 

  


